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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信端末機器が、第１メッセージに関連する第２メッセージを送信端末機器から受信す
ることと、
　前記受信端末機器が、前記第２メッセージに基づいて、前記第１メッセージを復号する
目標受信機パラメータを特定することと、
　前記受信端末機器が、前記目標受信機パラメータに基づいて、前記送信端末機器から送
信される前記第１メッセージを復号することとを含み、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記目標受信機パラメータ
は、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パラメータであり、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標受信機パラメー
タは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータであり、
　前記第２メッセージは、
　予め特定されたパラメータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内
で受信される場合、パラメータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインタ
ーバルが存在し、
　前記パラメータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信され
る場合、パラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが
存在しない、メッセージ復号方法。
【請求項２】
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　前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータは、
　前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時間的
に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信機パ
ラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最も近
い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラメータを明示的または暗示的に指示し
、
　前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメータを暗示的に指示する場合、
　前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選択される送信機パラメータを
含み、
　前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対し選択した受信機パラメータを前
記目標受信機パラメータとする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１パートと第２パートに分けられ、かつ
前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前記第１パートは、前記第２メッセージ
とは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前記第１パートの前にあり、
　前記受信端末機器が、前記目標受信機パラメータに基づいて前記第１メッセージを復号
することは、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記受信端末機器が、前記
パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを
復号すること、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記受信端末機器が、前記
第１パートを廃棄するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パ
ラメータに基づいて前記第２パートを復号すること、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記受信端末機器が、デフ
ォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートを復号するとともに、前記パラメー
タ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号する
こと、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記受信端末機器が、デ
フォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートと前記第２パートを復号すること
、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フ
ィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記受信端末機器が、前記パラメータ指
示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号すること
、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フ
ィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記受信端末機器が、前記第１パートを
廃棄するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基
づいて前記第２パートを復号すること、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フ
ィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記受信端末機器が、デフォルトの受信
機パラメータに基づいて前記第１パートを復号するとともに、前記パラメータ指示情報で
指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号すること、または
、
　前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フ
ィールドによって、パラメータ指示情報がないこと、またはパラメータの変更がないこと
が指示される場合、前記受信端末機器が、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記
第１パートと前記第２パートを復号することを含む、請求項１～３のいずれか一項に記載
の方法。
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【請求項５】
　前記受信端末機器が、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示す
るための第３メッセージを前記送信端末機器から受信することをさらに含み、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれることが前記第３メッセージによっ
て指示される場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存
在し、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれないことが前記第３メッセージによ
って指示される場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが
存在しない、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記目標受信機パラメータは、
　時間領域、周波数領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含
む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　受信端末機器に対し、送信端末機器が、第１メッセージに関連する第２メッセージであ
って、前記第１メッセージを復号する目標受信機パラメータを前記受信端末機器に特定さ
せるための第２メッセージを送信することと、
　前記送信端末機器が、前記第１メッセージを前記受信端末機器に送信することとを含み
、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記目標受信機パラメータ
は、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パラメータであり、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標受信機パラメー
タは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータであり、
　前記第２メッセージは、
　予め特定されたパラメータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内
で受信される場合、パラメータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインタ
ーバルが存在し、
　前記パラメータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信され
る場合、パラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが
存在しない、復号用メッセージの送信方法。
【請求項８】
　前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータは、
　前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時間的
に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信機パ
ラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最も近
い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラメータを明示的または暗示的に指示し
、
　前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメータを暗示的に指示する場合、
　前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選択される送信機パラメータを
含み、
　前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対し選択した受信機パラメータを前
記目標受信機パラメータとする、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１パートと第２パートに分けられ、かつ
前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前記第１パートは、前記第２メッセージ
とは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前記第１パートの前にある、請求項７～
９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
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　前記送信端末機器が、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示す
るための第３メッセージを前記受信端末機器に送信することをさらに含み、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれることが前記第３メッセージによっ
て指示される場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存
在し、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれないことが前記第３メッセージによ
って指示される場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが
存在しない、請求項７～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記目標受信機パラメータは、
　時間領域、周波数領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含
む、請求項７～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　第１メッセージに関連する第２メッセージを送信端末機器から受信する第１受信モジュ
ールと、
　前記第２メッセージに基づいて、前記第１メッセージを復号する目標受信機パラメータ
を特定する特定モジュールと、
　前記目標受信機パラメータに基づいて、前記送信端末機器から送信される前記第１メッ
セージを復号する復号モジュールとを含み、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記目標受信機パラメータ
は、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パラメータであり、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標受信機パラメー
タは、受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータであり、
　前記第２メッセージは、
　予め特定されたパラメータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内
で受信される場合、パラメータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインタ
ーバルが存在し、
　前記パラメータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信され
る場合、パラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが
存在しない、受信端末機器。
【請求項１４】
　前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１パートと第２パートに分けられ、かつ
前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前記第１パートは、前記第２メッセージ
とは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前記第１パートの前にあり、
　前記復号モジュールは、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記パラメータ指示情報で
指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号し、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記第１パートを廃棄する
とともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前
記第２パートを復号し、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、デフォルトの受信機パラメ
ータに基づいて前記第１パートを復号するとともに、前記パラメータ指示情報で指示され
る前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号し、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、デフォルトの受信機パラ
メータに基づいて前記第１パートと前記第２パートを復号し、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フ
ィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記パラメータ指示情報で指示される前
記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号し、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フ
ィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記第１パートを廃棄するとともに、前
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記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パート
を復号し、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フ
ィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、デフォルトの受信機パラメータに基づい
て前記第１パートを復号するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受
信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号し、または、
　前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フ
ィールドによって、パラメータ指示情報がないこと、またはパラメータの変更がないこと
が指示される場合、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートと前記第２
パートを復号する、請求項１３に記載の受信端末機器。
【請求項１５】
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセー
ジを前記送信端末機器から受信する第２受信モジュールをさらに含み、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれることが前記第３メッセージによっ
て指示される場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存
在し、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれないことが前記第３メッセージによ
って指示される場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが
存在しない、請求項１３に記載の受信端末機器。
【請求項１６】
　受信端末機器に対し、第１メッセージに関連する第２メッセージであって、前記第１メ
ッセージを復号する目標受信機パラメータを前記受信端末機器に特定させるための第２メ
ッセージを送信する第１送信モジュールと、
　前記第１メッセージを前記受信端末機器に送信する第２送信モジュールとを含み、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記目標受信機パラメータ
は、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パラメータであり、
　前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標受信機パラメー
タは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータであり、
　前記第２メッセージは、
　予め特定されたパラメータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内
で受信される場合、パラメータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインタ
ーバルが存在し、
　前記パラメータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信され
る場合、パラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが
存在しない、送信端末機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２０１７年５月４日に中国特許庁に提出された中国特許出願２０１７１０３０
７９６２．５の優先権を主張し、その全ての内容が援用によりここに取り込まれる。
　本開示の実施例は、通信技術分野に係り、特にメッセージ復号方法、送信端末機器およ
び受信端末機器に係る。
【背景技術】
【０００２】
　通信技術の発展につれて、現在、通信機器ではマルチアンテナシステムがサポートされ
ている。たとえば、１２８、２５６または５１２ものアンテナユニットおよび１２８、２
５６または５１２もの送受信ユニットをサポートし、各アンテナユニットに１つの送受信
ユニットが接続される。また、現在の通信機器ではマルチビームもサポートされており、
異なるビームのカバレッジが異なってもよい。このように、送信端末機器（たとえばネッ
トワーク側機器）からメッセージを送信する際に、複数の送信機パラメータ（たとえば送
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信ビーム）から対応する送信機パラメータを選択して送信し、通信性能を向上させる。一
方、送信端末機器から送信されるメッセージに対し、受信端末機器（たとえばユーザ端末
）がどのように対応する受信機パラメータ（たとえば受信ビーム）を選択して復号するか
は、明確化されていない。送信端末機器から送信されるメッセージに対し、受信端末機器
がどのように対応する受信機パラメータを選択して復号することは、解決を急がれている
技術問題であることが分かる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本開示の実施例の目的は、送信端末機器から送信されるメッセージに対し、受信端末機
器がどのように対応する受信機パラメータを選択して復号するという技術問題を解決する
ために、メッセージ復号方法、送信端末機器および受信端末機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１方面において、本開示の実施例は、メッセージ復号方法を提供する。当該方法にお
いて、受信端末機器が、第１メッセージに関連する第２メッセージを送信端末機器から受
信することと、前記受信端末機器が、前記第２メッセージに基づいて、前記第１メッセー
ジを復号する目標受信機パラメータを特定することと、前記受信端末機器が、前記目標受
信機パラメータに基づいて、前記送信端末機器から送信される前記第１メッセージを復号
することとを含む。
【０００５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記目標受信機パラメータは、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パ
ラメータであり、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標
受信機パラメータは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータである。
【０００６】
　本開示の実行可能な実施例において、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメー
タは、前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時
間的に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信
機パラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最
も近い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む。
【０００７】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラ
メータを明示的または暗示的に指示する。
【０００８】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメ
ータを暗示的に指示する場合、前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選
択される送信機パラメータを含み、前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対
し選択した受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。
【０００９】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージは、予め特定されたパラメー
タ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内で受信される場合、パラメ
ータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記パラ
メータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信される場合、パ
ラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない
。
【００１０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するス
ケジューリング時間単位は、時間領域で周期的に存在し、および／または、前記送信端末
機器から半静的または半永続的に設定されて前記受信端末機器に通知される。
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【００１１】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１
パートと第２パートに分けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前
記第１パートは、前記第２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前
記第１パートの前にあり、前記受信端末機器が、前記目標受信機パラメータに基づいて前
記第１メッセージを復号することは、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれ
る場合、前記受信端末機器が、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラ
メータに基づいて前記第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメ
ータ指示情報が含まれる場合、前記受信端末機器が、前記第１パートを廃棄するとともに
、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パ
ートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合
、前記受信端末機器が、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートを復号
するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づい
て前記第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が
含まれない場合、前記受信端末機器が、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第
１パートと前記第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指
示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記受信端末機器が、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パ
ラメータに基づいて前記第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラ
メータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情
報が含まれる場合、前記受信端末機器が、前記第１パートを廃棄するとともに、前記パラ
メータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号
すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記
パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記受信端末機器が、
デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートを復号するとともに、前記パラ
メータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号
すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記
パラメータ指示フィールドによって、パラメータ指示情報がないこと、またはパラメータ
の変更がないことが指示される場合、前記受信端末機器が、デフォルトの受信機パラメー
タに基づいて前記第１パートと前記第２パートを復号することを含む。
【００１２】
　本開示の実行可能な実施例の前記方法において、前記受信端末機器が、前記第２メッセ
ージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセージを前記送信端末
機器から受信することをさらに含み、かつ、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が
含まれることが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージと前記
第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記第２メッセージにパラメータ指示情
報が含まれないことが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージ
と前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない。
【００１３】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第３メッセージは、連続または非連続のＭ（
１以上の整数）個の時間単位内の第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指
示する。
【００１４】
　本開示の実行可能な実施例において、前記目標受信機パラメータは、時間領域、周波数
領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含む。
【００１５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記空間領域の受信機パラメータは、前記受信端
末機器の受信ビームを含む。
【００１６】
　第２方面において、本開示の実施例は、メッセージ復号方法を提供する。当該方法にお
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いて、受信端末機器に対し、送信端末機器が、第１メッセージに関連する第２メッセージ
であって、前記第１メッセージを復号する目標受信機パラメータを前記受信端末機器に特
定させるための第２メッセージを送信することと、前記送信端末機器が、前記第１メッセ
ージを前記受信端末機器に送信することとを含む。
【００１７】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記目標受信機パラメータは、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パ
ラメータであり、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標
受信機パラメータは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータである。
【００１８】
　本開示の実行可能な実施例において、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメー
タは、前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時
間的に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信
機パラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最
も近い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む。
【００１９】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラ
メータを明示的または暗示的に指示する。
【００２０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメ
ータを暗示的に指示する場合、前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選
択される送信機パラメータを含み、前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対
し選択した受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。
【００２１】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージは、予め特定されたパラメー
タ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内で受信される場合、パラメ
ータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記パラ
メータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信される場合、パ
ラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない
。
【００２２】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するス
ケジューリング時間単位は、時間領域で周期的に存在し、および／または、前記送信端末
機器から半静的または半永続的に設定されて前記受信端末機器に通知される。
【００２３】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１
パートと第２パートに分けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前
記第１パートは、前記第２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前
記第１パートの前にある。
【００２４】
　本開示の実行可能な実施例の前記方法において、前記送信端末機器が、前記第２メッセ
ージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセージを前記受信端末
機器に送信することをさらに含み、かつ、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含
まれることが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージと前記第
１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記第２メッセージにパラメータ指示情報
が含まれないことが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージと
前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない。
【００２５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第３メッセージは、連続または非連続のＭ（
１以上の整数）個の時間単位内の第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指
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示する。
【００２６】
　本開示の実行可能な実施例において、前記目標受信機パラメータは、時間領域、周波数
領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含む。
【００２７】
　本開示の実行可能な実施例において、前記空間領域の受信機パラメータは、前記受信端
末機器の受信ビームを含む。
【００２８】
　第３方面において、本開示の実施例は、受信端末機器をさらに提供する。当該受信端末
機器は、第１メッセージに関連する第２メッセージを送信端末機器から受信する第１受信
モジュールと、前記第２メッセージに基づいて、前記第１メッセージを復号する目標受信
機パラメータを特定する特定モジュールと、前記目標受信機パラメータに基づいて、前記
送信端末機器から送信される前記第１メッセージを復号する復号モジュールとを含む。
【００２９】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記目標受信機パラメータは、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パ
ラメータであり、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標
受信機パラメータは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータである。
【００３０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメー
タは、前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時
間的に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信
機パラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最
も近い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む。
【００３１】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラ
メータを明示的または暗示的に指示する。
【００３２】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメ
ータを暗示的に指示する場合、前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選
択される送信機パラメータを含み、前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対
し選択した受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。
【００３３】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージは、予め特定されたパラメー
タ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内で受信される場合、パラメ
ータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記パラ
メータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信される場合、パ
ラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない
。
【００３４】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するス
ケジューリング時間単位は、時間領域で周期的に存在し、および／または、前記送信端末
機器から半静的または半永続的に設定されて前記受信端末機器に通知される。
【００３５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１
パートと第２パートに分けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前
記第１パートは、前記第２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前
記第１パートの前にあり、前記復号モジュールは、前記第２メッセージにパラメータ指示
情報が含まれる場合、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに
基づいて前記第２パートを復号し、または、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が
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含まれる場合、前記第１パートを廃棄するとともに、前記パラメータ指示情報で指示され
る前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号し、または、前記第２メッ
セージにパラメータ指示情報が含まれる場合、デフォルトの受信機パラメータに基づいて
前記第１パートを復号するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信
機パラメータに基づいて前記第２パートを復号し、または、前記第２メッセージにパラメ
ータ指示情報が含まれない場合、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パー
トと前記第２パートを復号し、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールド
が含まれ、かつ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前
記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パート
を復号し、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記
パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記第１パートを廃棄
するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づい
て前記第２パートを復号し、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが
含まれ、かつ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、デフ
ォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートを復号するとともに、前記パラメー
タ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号し、
または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ
指示フィールドによって、パラメータ指示情報がないこと、またはパラメータの変更がな
いことが指示される場合、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートと前
記第２パートを復号する。
【００３６】
　本開示の実行可能な実施例において、前記受信端末機器は、前記第２メッセージにパラ
メータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセージを前記送信端末機器から受
信する第２受信モジュールをさらに含み、かつ、前記第２メッセージにパラメータ指示情
報が含まれることが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージと
前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記第２メッセージにパラメータ指
示情報が含まれないことが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセ
ージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない。
【００３７】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第３メッセージは、連続または非連続のＭ（
１以上の整数）個の時間単位内の第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指
示する。
【００３８】
　本開示の実行可能な実施例において、前記目標受信機パラメータは、時間領域、周波数
領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含む。
【００３９】
　本開示の実行可能な実施例において、前記空間領域の受信機パラメータは、前記受信端
末機器の受信ビームを含む。
【００４０】
　第４方面において、本開示の実施例は、送信端末機器をさらに提供する。当該送信端末
機器は、受信端末機器に対し、第１メッセージに関連する第２メッセージであって、前記
第１メッセージを復号する目標受信機パラメータを前記受信端末機器に特定させるための
第２メッセージを送信する第１送信モジュールと、前記第１メッセージを前記受信端末機
器に送信する第２送信モジュールとを含む。
【００４１】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記目標受信機パラメータは、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パ
ラメータであり、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標
受信機パラメータは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータである。
【００４２】
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　本開示の実行可能な実施例において、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメー
タは、前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時
間的に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信
機パラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最
も近い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む。
【００４３】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラ
メータを明示的または暗示的に指示する。
【００４４】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメ
ータを暗示的に指示する場合、前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選
択される送信機パラメータを含み、前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対
し選択した受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。
【００４５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージは、予め特定されたパラメー
タ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内で受信される場合、パラメ
ータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記パラ
メータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信される場合、パ
ラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない
。
【００４６】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するス
ケジューリング時間単位は、時間領域で周期的に存在し、および／または、前記送信端末
機器から半静的または半永続的に設定されて前記受信端末機器に通知される。
【００４７】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１
パートと第２パートに分けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前
記第１パートは、前記第２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前
記第１パートの前にある。
【００４８】
　本開示の実行可能な実施例において、前記送信端末機器は、前記第２メッセージにパラ
メータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセージを前記受信端末機器に送信
する第３送信モジュールをさらに含み、かつ、前記第２メッセージにパラメータ指示情報
が含まれることが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージと前
記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記第２メッセージにパラメータ指示
情報が含まれないことが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセー
ジと前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない。
【００４９】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第３メッセージは、連続または非連続のＭ（
１以上の整数）個の時間単位内の第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指
示する。
【００５０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記目標受信機パラメータは、時間領域、周波数
領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含む。
【００５１】
　本開示の実行可能な実施例において、前記空間領域の受信機パラメータは、前記受信端
末機器の受信ビームを含む。
【００５２】
　第５方面において、本開示の実施例は、プロセッサと、トランシーバと、メモリと、ユ
ーザインタフェースと、バスインタフェースを含む受信端末機器をさらに提供する。前記
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プロセッサは、前記メモリからプログラムを読み取ることによって、本開示の実施例の受
信端末機器に対応するメッセージ復号方法のステップを実行する。
【００５３】
　第６方面において、本開示の実施例は、プロセッサと、トランシーバと、メモリと、ユ
ーザインタフェースと、バスインタフェースを含む送信端末機器をさらに提供する。前記
プロセッサは、前記メモリからプログラムを読み取ることによって、本開示の実施例の送
信端末機器に対応するメッセージ復号方法のステップを実行する。
【００５４】
　第７方面において、本開示の実施例は、コンピュータプログラムが記憶されているコン
ピュータ読み取り可能な記憶媒体をさらに提供する。前記コンピュータプログラムがプロ
セッサによって実行されると、本開示の実施例の受信端末機器に対応するメッセージ復号
方法のステップが実現される。
【００５５】
　第８方面において、本開示の実施例は、コンピュータプログラムが記憶されているコン
ピュータ読み取り可能な記憶媒体をさらに提供する。前記コンピュータプログラムがプロ
セッサによって実行されると、本開示の実施例の送信端末機器に対応するメッセージ復号
方法のステップが実現される。
【発明の効果】
【００５６】
　本開示の実施例において、受信端末機器は、第１メッセージに関連する第２メッセージ
を送信端末機器から受信し、前記第２メッセージに基づいて、前記第１メッセージを復号
する目標受信機パラメータを特定し、前記目標受信機パラメータに基づいて、前記送信端
末機器から送信される前記第１メッセージを復号する。このように、受信端末機器が第１
メッセージに関連する第２メッセージに基づいて受信機パラメータを特定することが実現
され、かつメッセージ伝送性能も向上させる。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
　本開示の実施例や従来技術の技術手段をより明確に説明するために、以下、実施例の記
載に必要とされる図面を簡単に紹介する。明らかに、以下の記載に関する図面は、単に本
開示の一部の実施例である。当業者にとって、創造性のある作業をしないという前提で、
これらの図面から他の図面を得ることもできる。
【００５８】
【図１】本開示の実施例の応用可能なネットワーク構造図である。
【図２】本開示の実施例におけるメッセージ復号方法のフローチャートである。
【図３】本開示の実施例におけるメッセージ送信の概略図である。
【図４】本開示の実施例における別のメッセージ送信の概略図である。
【図５】本開示の実施例における別のメッセージ送信の概略図である。
【図６】本開示の実施例における別のメッセージ送信の概略図である。
【図７】本開示の実施例における別のメッセージ復号方法のフローチャートである。
【図８】本開示の実施例における受信端末機器の構造図である。
【図９】本開示の実施例における別の受信端末機器の構造図である。
【図１０】本開示の実施例における送信端末機器の構造図である。
【図１１】本開示の実施例における別の送信端末機器の構造図である。
【図１２】本開示の実施例における別の受信端末機器の構造図である。
【図１３】本開示の実施例における別の送信端末機器の構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００５９】
　本開示の解決しようとする技術課題、技術手段及び利点をより明確にするために、以下
、図面および具体的な実施例を通じて詳細に記載する。
【００６０】
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　図１を参照する。図１は、本開示の実施例の応用可能なネットワーク構造図である。図
１に示すように、送信端末機器１１と受信端末機器１２が含まれる。ここで、送信端末機
器１１は、基地局または端末であり、受信端末機器１２は、端末または基地局である。た
とえば、送信端末機器１１が基地局であり、受信端末機器１２が端末であると、端末と基
地局との間の通信が実現される。または、送信端末機器１１が端末であると、受信端末機
器１２が基地局であり、端末と基地局との間の通信も実現される。または、送信端末機器
１１が基地局であり、受信端末機器１２も基地局であると、基地局と基地局との間の通信
が実現される。または、送信端末機器１１が端末であり、受信端末機器１２も端末である
と、端末と端末との間の通信が実現される。もちろん、本開示の実施例において、送信端
末機器１１は、端末または基地局のみに限定されない。たとえば、送信端末機器１１は、
ほかのネットワーク側機器であってもよい。同様に、受信端末機器１２も、端末または基
地局のみに限定されない。たとえば、受信端末機器１２は、ほかのネットワーク側機器で
あってもよい。これについて、本開示の実施例で限定しない。図１は、送信端末機器１１
が基地局であり、受信端末機器１２が端末であることを例として示す。端末は、ユーザ端
末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）であり、たとえば、携帯電話、タブレットパソコン
（Ｔａｂｌｅｔ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、ラップトップ型パソコン（Ｌ
ａｐｔｏｐ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、ＰＤＡ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓ
ｉｓｔａｎｔ）、ＭＩＤ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｄｅｖｉｃｅ）またはウェ
アラブルデバイス（Ｗｅａｒａｂｌｅ　Ｄｅｖｉｃｅ）などの端末側機器である。なお、
本開示の実施例では、端末の具体的な種類を限定しない。基地局は、たとえば、ＬＴＥ　
ｅＮＢ、５Ｇ　ＮＲ　ＮＢなどのマクロ基地局や、ｐｉｃｏ、ｆｅｍｔｏなどのＬＰＮ（
ｌｏｗ　ｐｏｗｅｒ　ｎｏｄｅ）のスモール基地局であり、またはＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　
ｐｏｉｎｔ）である。基地局は、ＣＵ（ｃｅｎｔｒａｌ　ｕｎｉｔ）およびその管理／制
御下の複数のＴＲＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　Ｐｏｉｎｔ）か
らなるネットワークノードであってもよい。また、１つの基地局の配下に１つまたは複数
のセル（例えば異なる周波数点またはセクタ）を有する。なお、本開示の実施例では、基
地局の具体的な種類を限定しない。
【００６１】
　図２を参照する。図２は、本開示の実施例におけるメッセージ復号方法のフローチャー
トであり、図２に示すように、受信端末機器が、第１メッセージに関連する第２メッセー
ジを送信端末機器から受信するステップ２０１と、前記受信端末機器が、前記第２メッセ
ージに基づいて、前記第１メッセージを復号する目標受信機パラメータを特定するステッ
プ２０２と、前記受信端末機器が、前記目標受信機パラメータに基づいて、前記送信端末
機器から送信される前記第１メッセージを復号するステップ２０３とを含む。
【００６２】
　ここで、前記第１メッセージは、送信端末機器から受信端末機器に送信すべく信号であ
り、たとえばデータおよび／または制御メッセージなどである。たとえば、前記第１メッ
セージは、ダウンリンク信号である。また、本開示の実施例において、第１メッセージを
ｍｓｇ１に定義する。一方、前記第２メッセージは、受信端末機器の受信機パラメータを
通知するためのメッセージであり、たとえば制御メッセージまたはスケジューリングメッ
セージなどである。また、本開示の実施例において、第２メッセージをｍｓｇ２に定義す
る。
【００６３】
　前記の前記第２メッセージに基づいて、前記第１メッセージを復号する目標受信機パラ
メータを特定することは、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、当
該パラメータ指示情報で指示される受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとして
特定し、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、デフォルトの受信
機パラメータを前記目標受信機パラメータとして特定する。すなわち、本開示の実施例に
おいて、前記第２メッセージは、パラメータ指示情報が存在する場合と存在しない場合の
２つのケースが存在する。パラメータ指示情報が存在する場合、受信端末機器が、受信機
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パラメータの切り替えを行ってから、送信端末機器から送信されるメッセージを復号する
可能性がある。パラメータ指示情報が存在しない場合、受信端末機器が、ビーム受信機パ
ラメータの切り替えを行う必要がなく、直接、受信端末機器から送信されるメッセージを
復号する可能性がある。また、目標受信機パラメータは、受信端末機器における受信機の
関連パラメータであり、たとえば受信ビーム、イコライザおよび受信フィルタなどのパラ
メータのうちの少なくとも１つである。これに対し、本開示の実施例において限定しない
。たとえば、目標受信機パラメータが目標受信ビームであること例とし、前記第１メッセ
ージを復号するための目標受信ビームを特定することは、受信端末機器の複数の受信ビー
ム（Ｒｘビーム）から１つまたは複数の受信ビームを選択することである。かつ受信端末
機器の複数の受信機パラメータは、送信端末機器とは無関係であり、または、送信端末機
器にとって既知であり、たとえば事前設定やフィードバックによって送信端末機器に通知
される。これに対し、本開示の実施例において限定しない。
【００６４】
　本開示の実施例において、前記ステップによって、送信端末機器から送信される第１メ
ッセージを受信する受信ビームを、専用の第２メッセージで受信端末機器に通知すること
が実現され、受信端末機器と送信端末機器ではより正確なビーム組み合わせ情報が取得さ
れ、マルチビーム伝送をサポートし、ビーム伝送性能も向上させる。また、本開示の実施
例は、無線通信システムにおける受信端末機器のアナログビーム切り替えや、受信端末機
器のデジタルビーム切り替えなどに用いられる。これに対し、本開示の実施例において限
定しない。
【００６５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記目標受信機パラメータは、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パ
ラメータであり、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標
受信機パラメータは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータである。
【００６６】
　当該実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれること、また
はパラメータ指示情報が含まれないことが実現され、含まれる場合、パラメータ指示情報
で指示される受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。ここで、パラメータ
指示情報で指示される受信ビームは、受信端末機器の使用中の受信機パラメータとは異な
る受信機パラメータである。この場合、受信端末機器は、受信機パラメータ切り替えを行
う必要がある。デフォルトの受信機パラメータが使用される場合、切り替えを行う必要が
ない。たとえば、デフォルトの受信機パラメータは、受信端末機器の使用中の受信機パラ
メータであり、送信端末機器から送信されるメッセージを迅速に復号する。また、本開示
の実施例において、第２メッセージにおけるパラメータ指示情報は、第２メッセージにお
けるパラメータ指示フィールドである。すなわち、当該パラメータ指示フィールドは、第
２メッセージに存在し、または、存在しない。
【００６７】
　たとえば、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータは、前記受信端末機器の
使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時間的に最も近い第２メッセ
ージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信機パラメータ、または、前
記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最も近い送信機パラメータに
対応する受信機パラメータを含む。
【００６８】
　当該実施形態において、前記デフォルトビームによって受信機パラメータの切り替えを
減少することができる。たとえば、受信ビームの切り替えを減少して伝送性能を向上させ
る。たとえば、第２メッセージと第１メッセージとの間にインターバルが存在しない。
【００６９】
　また、本開示の実施例において、前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラメー
タを明示的または暗示的に指示する。たとえば、前記目標受信ビームを明示的または暗示
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的に指示する。
【００７０】
　ここで、明示的な指示とは、直接に指示すると理解する。たとえば、受信ビームを例と
し、受信端末機器にＬ個の事前設定の受信ビームを１組有するが、これは、送信端末機器
にとって既知である。このように、前記パラメータ指示情報は、たとえばＬｏｇ２（Ｌ）
ビットのフィールドを付帯し、受信端末機器の推薦受信ビームを指示する。第２メッセー
ジを受信すると、受信端末機器は、対応する受信ビームを特定してｍｓｇ１を復号する。
一方、前記暗示的な指示とは、間接的に指示すると理解する。たとえば、前記パラメータ
指示情報は、送信ビーム（Ｔｘビーム）を指示し、指示される送信ビームによって、当該
送信ビームに対応する受信ビームを暗示的に指示する。当該実施形態において、前記明示
的または暗示的な方式によれば、受信ビームを受信端末機器に柔軟に指示することが実現
され、システムの柔軟性を向上させる。
【００７１】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメ
ータを暗示的に指示する場合、前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選
択される送信機パラメータを含み、前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対
し選択した受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。
【００７２】
　当該実施形態において、受信機パラメータを送信機パラメータで暗示的に指示すること
が実現される。たとえば、目標受信機パラメータが目標ビームであることを例とし、送信
端末機器は、ダウンリンク伝送用のＭ個の送信ビーム候補を有する。送信端末機器は、Ｍ
個の参照シンボル（ＲＳ）リソースを設定し、各送信ビームを対応するＲＳリソースに応
用する。ＲＳリソース毎に、受信端末機器は、１組の受信ビーム候補をテストし、各ＲＳ
リソース（たとえば送信ビーム）の最適な受信ビームを特定する。本開示の実行可能な実
施例において、受信端末機器は、たとえば、推薦されるＲＳリソースの形式で、少なくと
も推薦される送信ビームの情報を送信端末機器にフィードバックするが、当該ステップが
選択可能なステップである。第１メッセージを送信する前に、送信端末機器は、選択した
送信ビームの指示を第２メッセージの方式で送信する。受信端末機器は、第２メッセージ
を受信すると、使用される送信ビームの情報を取得し、最適な受信ビームを取得して前記
目標受信ビームとする。当該最適な受信ビームは、以前の測定から知られて受信端末機器
に保存されるものである。
【００７３】
　当該実施形態において、受信機パラメータを送信機パラメータで暗示的に指示すること
が実現され、受信端末機器と送信端末機器との間の伝送に有利である。もちろん、一部の
実施形態において、送信端末機器は、受信端末機器から返信される推薦情報に基づいて、
対応する送信機パラメータ、たとえば送信ビームを自ら選択する。
【００７４】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージは、予め特定されたパラメー
タ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内で受信される場合、パラメ
ータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記パラ
メータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信される場合、パ
ラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない
。
【００７５】
　当該実施形態において、前記パラメータ切り替え指示セット（ＢＳＩＳ）に対応するス
ケジューリング時間単位は、サブフレーム、スロット（ｓｌｏｔｓ）などの時間単位であ
る。かつ送信端末機器と受信端末機器とは、ＢＳＩＳに対し共通な認識を有する。ＢＳＩ
Ｓに対応するｓｌｏｔ（ここでｓｌｏｔを例とする）においてのみ、第２メッセージにパ
ラメータ指示情報が付帯されるが、それ以外、第２メッセージにパラメータ指示情報が付
帯されない。これは、ＢＳＩＳに対応するスロット以外のすべてのスロットでは受信機パ
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ラメータ切り替え、たとえば受信ビーム切り替えが実行されず、周期的な特定スロット（
たとえばＢＳＩＳの中のスロット）のみにおいて受信機パラメータ切り替えが実行される
ことを意味する。
【００７６】
　また、第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記第２メッセージと前
記第１メッセージとの間にインターバルが存在するため、受信端末機器は、当該インター
バルにおいて受信機パラメータ切り替え、たとえば受信ビーム切り替えを行い、メッセー
ジの伝送に影響を与えない。一方、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれな
い場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しないた
め、伝送リソースの節約が実現される。当該場合、受信端末機器は、受信機パラメータ切
り替え、たとえば受信ビーム切り替えを行う必要がなく、さらに第２メッセージと第１メ
ッセージの連続的伝送も受信端末機器の復号に影響を与えないからである。かつ前記第２
メッセージと第１メッセージは、同一の周波数領域リソースで送信され、または、同一の
チャネルで送信されるが、これに対し、本開示の実施例において限定しない。
【００７７】
　たとえば、ＢＳＩＳの中のスロットで送信される第２メッセージには、パラメータ指示
情報が付帯される。この場合、同一スロット内の第１メッセージと第２メッセージとの間
には、切り替え時間が存在する。それ以外の場合、ＢＳＩＳ以外のスロット内の第２メッ
セージの伝送について、送信端末機器から第２メッセージが送信されるが、ビーム指示フ
ィールドが付帯されない。この場合、受信端末機器は、第２メッセージの直後に第１メッ
セージを受信しようとする（インターバルがない）。たとえば、図３に示す２つ目のｓｌ
ｏｔを参照する。また、各スロットで第２メッセージまたは第１メッセージの受信を試み
る場合、受信端末機器は、パラメータ指示情報が存在しまたは存在しないことを想定して
第２メッセージを復号する。言い換えれば、ＢＳＩＳの中のスロットでは、第２メッセー
ジにパラメータ指示情報が付帯され、受信端末機器は、１つのパラメータ指示情報が存在
することを想定して第２メッセージの復号を試みる。ほかのスロットでは、受信機は、パ
ラメータ指示情報が存在しないことを想定して第２メッセージを復号する。第２メッセー
ジにパラメータ指示情報が付帯されないスロットでは、受信端末機器は、依然として１つ
の受信機パラメータ（たとえば受信ビーム）を選択して第１メッセージを復号する。受信
端末機器は、パラメータ指示フィールドが付帯される最新の第２メッセージで指示される
受信機パラメータを使用する。パラメータ指示情報を受信しなかった場合、受信機は、デ
フォルトの受信機パラメータで第１メッセージを復号する。
【００７８】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するス
ケジューリング時間単位は、時間領域で周期的に存在し、および／または、前記送信端末
機器から半静的（ｓｅｍｉ－ｓｔａｔｉｃ）または半永続的（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔ
ｅｎｔ）に設定されて前記受信端末機器に通知される。
【００７９】
　ここで、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位が時
間領域で周期的に存在することは、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するスケジ
ューリング時間単位が周期性を有することである。たとえば、パラメータ切り替え指示セ
ットは、時間領域で事前設定の周期とタイミングオフセットを周期的に有する。ここで、
当該タイミングオフセットは、別の参照タイミング、たとえばフレーム境界に対するオフ
セットである。たとえば、パラメータ切り替え指示セットは、１０ｍｓの周期を有し、１
０個のｓｌｏｔｓの内の１つで送信される第２メッセージにパラメータ指示情報が付帯さ
れる可能性があり、残り９個のｓｌｏｔｓでの第２メッセージにパラメータ指示情報が付
帯されないことを指示する。前記パラメータ切り替え指示セットに対応するスケジューリ
ング時間単位が前記送信端末機器から半静的または半永続的に設定されて前記受信端末機
器に通知されることは、送信端末機器でパラメータ切り替え指示セットの集合を半静的ま
たは半永続的に設定して受信端末機器に通知し、すなわち複数のパラメータ切り替え指示
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セットを指示する。または、前記パラメータ切り替え指示セットは、受信端末機器によっ
て取得され、推薦として送信端末機器にフィードバックされる。送信端末機器は、受信端
末機器から推薦されるパラメータ切り替え指示セットを使用し、または、受信端末機器か
ら推薦されるパラメータ切り替え指示セットをカバーし、新規のパラメータ切り替え指示
セットを選択する。送信端末機器は、受信端末機器から推薦されるパラメータ切り替え指
示セットを確認するかを受信端末機器に指示し、または、選択したパラメータ切り替え指
示セットを受信端末機器に指示する必要がある。
【００８０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１
パートと第２パートに分けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前
記第１パートは、前記第２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前
記第１パートの前にある。前記受信端末機器が、前記目標受信機パラメータに基づいて前
記第１メッセージを復号することは、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれ
る場合、前記受信端末機器が、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラ
メータに基づいて前記第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメ
ータ指示情報が含まれる場合、前記受信端末機器が、前記第１パートを廃棄するとともに
、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パ
ートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合
、前記受信端末機器が、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートを復号
するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づい
て前記第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が
含まれない場合、前記受信端末機器が、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第
１パートと前記第２パートを復号することを含む。
【００８１】
　当該実施形態において、前記第１メッセージが時間領域で連続する第１パートと第２パ
ートに分けられることは、受信端末機器では第１メッセージを２つの部分に分けることで
ある。ここで、第１メッセージを２つの部分に分けることは、第１メッセージを２つの部
分として見なすと理解する。この場合、受信端末機器には第１メッセージがまだ受信され
ておらず、それの分割ができないからである。
【００８２】
　たとえば、送信端末機器は、第１メッセージの受信に関するダウンリンクスケジューリ
ング情報が付帯される第２メッセージを送信する。第２メッセージにパラメータ指示情報
が付帯され、または付帯されないが、これに対し、受信端末機器では先見の知識がなくて
もよい。第２メッセージにパラメータ指示情報がない場合、第２メッセージの有効負荷は
、比較的小さい（Ａビットと示す）。第２メッセージにパラメータ指示情報がある場合、
第２メッセージの有効負荷は、比較的大きい（Ｂ（Ｂ＞Ａ）ビットと示す）。送信端末機
器から第２メッセージが送信された後に、受信端末機器は、第２メッセージのブラインド
復号を試みる。受信端末機器では第２メッセージの有効負荷に関する先見情報がないため
、ありうる異なる第２メッセージの有効負荷に基づいてブラインド復号を行う必要がある
からである。たとえば、受信端末機器は、仮に有効負荷がＡビットである第２メッセージ
のブラインド復号、および仮に有効負荷がＢビットである別の第２メッセージのブライン
ド復号を行う。このように、第２メッセージの実有効負荷に基づいて、２つのブラインド
復号の一方によって第２メッセージの復号に成功する。その後、受信端末機器は、第１メ
ッセージを第１パートと第２パート（ｐａｒｔ　１　ａｎｄ　ｐａｒｔ　２）に分け、第
１パートが第２パートの前にあり、時間領域ではＴＤＭである。第１メッセージの第１パ
ートは、第２メッセージの直後にあり、すなわち両者の間にインターバルがない。第１メ
ッセージの第２パートは、第１パートのすぐ隣にあり、たとえば図４に示す２つ目のｓｌ
ｏｔを参照する。
【００８３】
　また、第１パートと第２パートとは同一メッセージに属するため、受信端末機器は、第
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１パートと第２パートに対しそれぞれシンボルレベル処理を行う。
【００８４】
　当該実施形態において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前
記受信端末機器は、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータで前
記第２パートを復号する。ここで、前記送信端末機器は、前記第１パートを送信していな
い。たとえば、図４に示す１つ目のｓｌｏｔを参照する。このように、受信端末機器によ
る復号の精確性を向上させる。
【００８５】
　また、第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記第１パートを廃棄し
、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータで前記第２パートを復
号する。すなわち、図４に示す２つ目のｓｌｏｔの第１パートを廃棄し、同様に送信端末
機器と受信端末機器との間の性能が保証できる。これは、この場合、送信端末機器が非重
要情報を第１パートで伝送し、重要情報を第２パートで伝送するからである。もちろん、
本開示の実施例は、これに限られない。第１メッセージにパラメータ指示情報が含まれる
場合、送信端末機器は、重要情報を第１パートで伝送し、非重要情報を第２パートで伝送
してもよい。
【００８６】
　また、第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、デフォルトの受信機パラ
メータで前記第１パートを復号するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記
目標受信機パラメータで前記第２パートを復号する。このように、受信端末機器による第
１パートと第２パートの復号が実現される。
【００８７】
　また、第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、デフォルトの受信機パ
ラメータで前記第１パートと前記第２パートを復号することが実現される。すなわち図４
に示す３つめのｓｌｏｔを参照する。
【００８８】
　また、送信端末機器と受信端末機器では、受信端末機器による第一メッセージの確実な
復号に対し共通な認識を持つ。これは、ネットワークから半静的または半永続的に受信端
末機器に設定し、または、別の動的制御メッセージで受信端末機器に動的に指示する。
【００８９】
　選択可能に、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１パートと第２パートに分
けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前記第１パートは、前記第
２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前記第１パートの前にある
。前記受信端末機器が、前記送信端末機器から送信される前記第１メッセージを前記目標
受信機パラメータに基づいて復号することは、前記第２メッセージにパラメータ指示フィ
ールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場
合、前記受信端末機器が、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメー
タに基づいて前記第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ
指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含
まれる場合、前記受信端末機器が、前記第１パートを廃棄するとともに、前記パラメータ
指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号するこ
と、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメ
ータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記受信端末機器が、デフォ
ルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートを復号するとともに、前記パラメータ
指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号するこ
と、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラメ
ータ指示フィールドによって、パラメータ指示情報がないこと、またはパラメータの変更
がないことが指示される場合、前記受信端末機器が、デフォルトの受信機パラメータに基
づいて前記第１パートと前記第２パートを復号することを含む。
【００９０】
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　当該実施形態において、第２メッセージには、たとえばＳビットのビーム指示フィール
ドなどのパラメータ指示フィールドを持ち続けることが実現される。かつパラメータ指示
フィールドには、パラメータ指示情報がないまたはパラメータ変更がないとの状態指示で
ある少なくとも１つの状態指示を有し、さらに第１メッセージを復号するための受信機パ
ラメータのほかの状態を指示してもよい。したがって、第２メッセージの有効負荷は、送
信端末機器と受信端末機器に知られる。たとえば４つのありうる受信機パラメータ指示状
態に対応するＳ＝２の場合を考える。１つの状態は、パラメータ指示情報がないまたはパ
ラメータ変更がないことを受信機に指示し、残り３つの状態は、受信機の受信機パラメー
タを指示する。
【００９１】
　また、当該実施形態において、第１メッセージの第１パートと第２パートについて、前
記実施形態の関連記載を参照されたく、ここでは繰り返して記載しない。
【００９２】
　かつ第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかについて、第１パートと第２パ
ートの復号は、前記実施形態の関連記載を参照されたく、ここでは繰り返して記載せず、
かつ同一または類似な効果を奏することができる。
【００９３】
　本開示の実行可能な実施例の前記方法において、前記受信端末機器が、前記第２メッセ
ージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセージを前記送信端末
機器から受信することをさらに含み、かつ、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が
含まれることが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージと前記
第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記第２メッセージにパラメータ指示情
報が含まれないことが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージ
と前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない。
【００９４】
　ここで、前記第３メッセージは、ｍｓｇ３に定義される。当該実施形態において、第２
メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを、第３メッセージで受信端末機器に通知
する。より具体的に、第２メッセージで指示される受信機パラメータが受信端末機器に対
し受信機パラメータの変更があるかを指示する。このように、受信機パラメータの変更が
存在せずまたはパラメータ指示情報が含まれない場合、受信端末機器が第２メッセージを
受信せずに、直接、使用中の受信機パラメータで第１メッセージを復号することが実現さ
れる。または、一部の実施形態において、第３メッセージは、一定の有効負荷を有する。
第２メッセージのパラメータ指示情報の存在または非存在は、第３メッセージの２つの異
なる状態に対応する。たとえば、第３メッセージのうちの１ビットは、第２メッセージに
パラメータ指示情報が付帯されるかを示す。
【００９５】
　また、本開示の実施例において、前記第３メッセージは、１つの第２メッセージに対応
する。すなわち、たとえば図５に示すように、１つの第３メッセージは、１つの第２メッ
セージを指示する。かつ第３メッセージ、第２メッセージは、同一のスケジューリング時
間単位（たとえばスロット）で送信され、図５にはその一例が示されている。異なるスケ
ジューリング時間単位で第３メッセージと第２メッセージを送信してもよい。第２メッセ
ージにパラメータ指示情報がある場合、第１メッセージと第２メッセージとの間にインタ
ーバルを有する。第２メッセージにパラメータ指示情報がない場合、第１メッセージと第
２メッセージとの間にインターバルを有しない。
【００９６】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第３メッセージは、連続または非連続のＭ（
１以上の整数）個の時間単位内の第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指
示する。
【００９７】
　当該実施形態において、第３メッセージで複数の第２メッセージを指示することが実現
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される。たとえば、第３メッセージは、Ｍ個のスロットの中のＭ個の第２メッセージにパ
ラメータ指示情報が含まれるかを指示することにより、メッセージコストが節約される。
また、前記Ｍの値およびＭ個の第２メッセージの時間位置は、半静的または半永続的に予
め設定され、送信端末機器と受信端末機器の両方に知られる。ここで、図６には１つの例
が示されており、Ｍ＝３である。第３メッセージを受信すると、当該第３メッセージは、
対応するＭ個のスロットの中の第２メッセージにパラメータ指示情報が付帯されるかを受
信端末機器に指示する。
【００９８】
　また、第３メッセージは、各スケジューリング時間単位（たとえばｓｌｏｔｓ）または
送信端末機器によって事前に設定されるスロットのサブセット（たとえば、事前設定の伝
送周期とオフセットを有する）で伝送される。後者の場合、送信端末機器は、第３メッセ
ージの発生を予め受信端末機器に指示する。
【００９９】
　本開示の実行可能な実施例において、目標受信機パラメータは、時間領域、周波数領域
および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含む。
【０１００】
　このように、送信端末機器の第２メッセージに基づいて、時間領域、周波数領域および
空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを柔軟に選択して、第１メッセージ
を復号することが実現される。本開示の実行可能な実施例において、前記空間領域の受信
機パラメータは、前記受信端末機器の受信ビームを含む。このように、受信端末機器が第
１メッセージに関連する第２メッセージ基づいて受信ビームを特定することが実現され、
かつビーム伝送性能も向上させる。
【０１０１】
　なお、本開示の実施例で紹介した多種類の選択可能な実施形態は、すべて互いに組み合
わせて実現してもよく、単独で実現してもよい。これに対し、本開示の実施例で限定しな
い。
【０１０２】
　本開示の実施例において、受信端末機器は、第１メッセージに関連する第２メッセージ
を送信端末機器から受信し、前記第２メッセージに基づいて、前記第１メッセージを復号
する目標受信機パラメータを特定し、前記目標受信機パラメータに基づいて、前記送信端
末機器から送信される前記第１メッセージを復号する。このように、受信端末機器が第１
メッセージに関連する第２メッセージに基づいて受信機パラメータを特定することが実現
され、かつメッセージ伝送性能も向上させる。
【０１０３】
　図７を参照する。図７は、本開示の実施例における別のメッセージ復号方法のフローチ
ャートであり、図７に示すように、受信端末機器に対し、送信端末機器が、第１メッセー
ジに関連する第２メッセージであって、前記第１メッセージを復号する目標受信機パラメ
ータを前記受信端末機器に特定させるための第２メッセージを送信するステップ７０１と
、前記送信端末機器が、前記第１メッセージを前記受信端末機器に送信するステップ７０
２とを含む。
【０１０４】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記目標受信機パラメータは、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パ
ラメータであり、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標
受信機パラメータは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータである。
【０１０５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメー
タは、前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時
間的に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信
機パラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最
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も近い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む。
【０１０６】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラ
メータを明示的または暗示的に指示する。
【０１０７】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメ
ータを暗示的に指示する場合、前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選
択される送信機パラメータを含み、前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対
し選択した受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。
【０１０８】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージは、予め特定されたパラメー
タ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内で受信される場合、パラメ
ータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記パラ
メータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信される場合、パ
ラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない
。
【０１０９】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するス
ケジューリング時間単位は、時間領域で周期的に存在し、および／または、前記送信端末
機器から半静的または半永続的に設定されて前記受信端末機器に通知される。
【０１１０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１
パートと第２パートに分けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前
記第１パートは、前記第２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前
記第１パートの前にある。
【０１１１】
　本開示の実行可能な実施例の前記方法において、前記送信端末機器が、前記第２メッセ
ージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセージを前記受信端末
機器に送信することをさらに含み、かつ、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含
まれることが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージと前記第
１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記第２メッセージにパラメータ指示情報
が含まれないことが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージと
前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない。
【０１１２】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第３メッセージは、連続または非連続のＭ（
１以上の整数）個の時間単位内の第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指
示する。
【０１１３】
　本開示の実行可能な実施例において、前記目標受信機パラメータは、時間領域、周波数
領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含む。
【０１１４】
　本開示の実行可能な実施例において、前記空間領域の受信機パラメータは、前記受信端
末機器の受信ビームを含む。
【０１１５】
　なお、本実施例は、図２に示す実施例に対応する送信端末機器の実施形態であり、その
具体的な実施形態について、図２に示す実施例の関連説明を参照されたく、重複な説明を
避けるためにここで繰り返して記載せず、かつ図２に示す実施例と同一または類似な効果
を奏することもできる。
【０１１６】
　図８を参照する。図８は、本開示の実施例における受信端末機器の構造図である。図８
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に示すように、受信端末機器８００は、第１メッセージに関連する第２メッセージを送信
端末機器から受信する第１受信モジュール８０１と、前記第２メッセージに基づいて、前
記第１メッセージを復号する目標受信機パラメータを特定する特定モジュール８０２と、
前記目標受信機パラメータに基づいて、前記送信端末機器から送信される前記第１メッセ
ージを復号する復号モジュール８０３とを含む。
【０１１７】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記目標受信機パラメータは、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パ
ラメータであり、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標
受信機パラメータは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータである。
【０１１８】
　本開示の実行可能な実施例において、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメー
タは、前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時
間的に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信
機パラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最
も近い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む。
【０１１９】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラ
メータを明示的または暗示的に指示する。
【０１２０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメ
ータを暗示的に指示する場合、前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選
択される送信機パラメータを含み、前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対
し選択した受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。
【０１２１】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージは、予め特定されたパラメー
タ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内で受信される場合、パラメ
ータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記パラ
メータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信される場合、パ
ラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない
。
【０１２２】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するス
ケジューリング時間単位は、時間領域で周期的に存在し、および／または、前記送信端末
機器から半静的または半永続的に設定されて前記受信端末機器に通知される。
【０１２３】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１
パートと第２パートに分けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前
記第１パートは、前記第２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前
記第１パートの前にある。前記復号モジュール８０３は、前記第２メッセージにパラメー
タ指示情報が含まれる場合、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメ
ータに基づいて前記第２パートを復号し、または、前記第２メッセージにパラメータ指示
情報が含まれる場合、前記第１パートを廃棄するとともに、前記パラメータ指示情報で指
示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号し、または、前記第
２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、デフォルトの受信機パラメータに基
づいて前記第１パートを復号するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目
標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復号し、または、前記第２メッセージに
パラメータ指示情報が含まれない場合、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第
１パートと前記第２パートを復号し、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィ
ールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場
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合、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２
パートを復号し、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、か
つ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記第１パート
を廃棄するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに
基づいて前記第２パートを復号し、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィー
ルドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合
、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートを復号するとともに、前記パ
ラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復
号し、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ前記パラ
メータ指示フィールドによって、パラメータ指示情報がないこと、またはパラメータの変
更がないことが指示される場合、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パー
トと前記第２パートを復号する。
【０１２４】
　本開示の実行可能な実施例において、図９に示すように、前記受信端末機器８００は、
前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセージ
を前記送信端末機器から受信する第２受信モジュール８０４をさらに含み、かつ、前記第
２メッセージにパラメータ指示情報が含まれることが前記第３メッセージによって指示さ
れる場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前
記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれないことが前記第３メッセージによって
指示される場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存在
しない。
【０１２５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第３メッセージは、連続または非連続のＭ（
１以上の整数）個の時間単位内の第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指
示する。
【０１２６】
　本開示の実行可能な実施例において、前記目標受信機パラメータは、時間領域、周波数
領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含む。
【０１２７】
　本開示の実行可能な実施例において、前記空間領域の受信機パラメータは、前記受信端
末機器の受信ビームを含む。
【０１２８】
　なお、本実施例における前記受信端末機器８００は、本開示の実施例における方法実施
例の任意の実施形態の受信端末機器であってもよい。本開示の実施例における方法実施例
の受信端末機器の任意の実施形態は、すべて本実施例における前記受信端末機器８００に
よって実現され、同一または類似な効果を奏することもできるので、ここでは繰り返して
記載しない。
【０１２９】
　図１０を参照する。図１０は、本開示の実施例における送信端末機器の構造図である。
図１０に示すように、送信端末機器１０００は、受信端末機器に対し、第１メッセージに
関連する第２メッセージであって、前記第１メッセージを復号する目標受信機パラメータ
を前記受信端末機器に特定させるための第２メッセージを送信する第１送信モジュール１
００１と、前記第１メッセージを前記受信端末機器に送信する第２送信モジュール１００
２とを含む。
【０１３０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記目標受信機パラメータは、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パ
ラメータであり、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標
受信機パラメータは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータである。
【０１３１】
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　本開示の実行可能な実施例において、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメー
タは、前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時
間的に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信
機パラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最
も近い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む。
【０１３２】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラ
メータを明示的または暗示的に指示する。
【０１３３】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメ
ータを暗示的に指示する場合、前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選
択される送信機パラメータを含み、前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対
し選択した受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。
【０１３４】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージは、予め特定されたパラメー
タ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内で受信される場合、パラメ
ータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記パラ
メータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信される場合、パ
ラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない
。
【０１３５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するス
ケジューリング時間単位は、時間領域で周期的に存在し、および／または、前記送信端末
機器から半静的または半永続的に設定されて前記受信端末機器に通知される。
【０１３６】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１
パートと第２パートに分けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前
記第１パートは、前記第２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前
記第１パートの前にある。
【０１３７】
　本開示の実行可能な実施例において、図１１に示すように、前記送信端末機器は、前記
第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセージを前
記受信端末機器に送信する第３送信モジュール１００３をさらに含み、かつ、前記第２メ
ッセージにパラメータ指示情報が含まれることが前記第３メッセージによって指示される
場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記第
２メッセージにパラメータ指示情報が含まれないことが前記第３メッセージによって指示
される場合、前記第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しな
い。
【０１３８】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第３メッセージは、連続または非連続のＭ（
１以上の整数）個の時間単位内の第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指
示する。
【０１３９】
　本開示の実行可能な実施例において、前記目標受信機パラメータは、時間領域、周波数
領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含む。
【０１４０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記空間領域の受信機パラメータは、前記受信端
末機器の受信ビームを含む。
【０１４１】
　なお、本実施例における前記送信端末機器１０００は、本開示の実施例における方法実
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施例の任意の実施形態の送信端末機器であってもよい。本開示の実施例における方法実施
例の送信端末機器の任意の実施形態は、すべて本実施例における前記送信端末機器１００
０によって実現され、同一または類似な効果を奏することもできるので、ここでは繰り返
して記載しない。
【０１４２】
　図１２を参照する。図１２は、本開示の実施例における別の受信端末機器の構造図であ
る。図１２に示すように、当該受信端末機器は、プロセッサ１２００と、トランシーバ１
２１０と、メモリ１２２０と、ユーザインタフェース１２３０と、バスインタフェースを
含む。プロセッサ１２００は、メモリ１２２０からプログラムを読み取ることによって、
第１メッセージに関連する第２メッセージをトランシーバ１２１０で送信端末機器から受
信するプロセスと、前記第２メッセージに基づいて、前記第１メッセージを復号する目標
受信機パラメータを特定するプロセスと、前記目標受信機パラメータに基づいて、前記送
信端末機器から送信される前記第１メッセージを復号するプロセスとを実行する。トラン
シーバ１２１０は、プロセッサ１２００による制御でデータを送受信する。
【０１４３】
　図１２において、バスアーキテクチャは、任意数の相互接続するバスとブリッジを含み
、具体的に、プロセッサ１２００をはじめとする１つ又は複数のプロセッサとメモリ１２
２０をはじめとするメモリの各種類の回路が接続したものである。バスアーキテクチャは
、周辺デバイス、レギュレーター、電力管理回路などの各種類のほかの回路を接続したも
のであってもよい。これらは、いずれも本分野の公知事項であり、本文においてさらなる
記載をしない。バスインタフェースにより、インタフェースが提供される。トランシーバ
ー１２１０は、複数の部品であってもよく、即ち送信機と受信機を含み、伝送媒体でほか
の各種類の装置と通信するユニットとして提供される。ユーザ端末によっては、ユーザイ
ンタフェース１２３０は、必要な機器を内部接続や外部接続するインタフェースであって
もよい。接続する機器は、キーパッド、ディスプレイ、スピーカ、マイクロフォン、ジョ
イスティックなどを含むが、それらに限られない。
【０１４４】
　プロセッサ１２００は、バスアーキテクチャと通常の処理を管理する。メモリ１２２０
は、プロセッサ１２００による作業時に使用されるデータを記憶できる。
【０１４５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記目標受信機パラメータは、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パ
ラメータであり、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標
受信機パラメータは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータである。
【０１４６】
　本開示の実行可能な実施例において、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメー
タは、前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時
間的に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信
機パラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最
も近い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む。
【０１４７】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラ
メータを明示的または暗示的に指示する。
【０１４８】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメ
ータを暗示的に指示する場合、前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選
択される送信機パラメータを含み、前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対
し選択した受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。
【０１４９】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージは、予め特定されたパラメー
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タ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内で受信される場合、パラメ
ータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記パラ
メータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信される場合、パ
ラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない
。
【０１５０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するス
ケジューリング時間単位は、時間領域で周期的に存在し、および／または、前記送信端末
機器から半静的または半永続的に設定されて前記受信端末機器に通知される。
【０１５１】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１
パートと第２パートに分けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前
記第１パートは、前記第２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前
記第１パートの前にある。前記の前記目標受信機パラメータに基づいて前記第１メッセー
ジを復号することは、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記パ
ラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを復
号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記第
１パートを廃棄するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラ
メータに基づいて前記第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメ
ータ指示情報が含まれる場合、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パート
を復号するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに
基づいて前記第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示
情報が含まれない場合、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートと前記
第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが
含まれ、かつ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記
パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パートを
復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、かつ
前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる場合、前記第１パートを
廃棄するとともに、前記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基
づいて前記第２パートを復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フ
ィールドが含まれ、かつ前記パラメータ指示フィールドにパラメータ指示情報が含まれる
場合、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前記第１パートを復号するとともに、前
記パラメータ指示情報で指示される前記目標受信機パラメータに基づいて前記第２パート
を復号すること、または、前記第２メッセージにパラメータ指示フィールドが含まれ、か
つ前記パラメータ指示フィールドによって、パラメータ指示情報がないこと、またはパラ
メータの変更がないことが指示される場合、デフォルトの受信機パラメータに基づいて前
記第１パートと前記第２パートを復号することを含む。
【０１５２】
　本開示の実行可能な実施例の前記方法において、プロセッサ１２００は、さらに、前記
第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセージをト
ランシーバ１２１０で前記送信端末機器から受信し、かつ、前記第２メッセージにパラメ
ータ指示情報が含まれることが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メ
ッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記第２メッセージにパ
ラメータ指示情報が含まれないことが前記第３メッセージによって指示される場合、前記
第２メッセージと前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない。
【０１５３】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第３メッセージは、連続または非連続のＭ（
１以上の整数）個の時間単位内の第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指
示する。
【０１５４】
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　本開示の実行可能な実施例において、前記目標受信機パラメータは、時間領域、周波数
領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含む。
【０１５５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記空間領域の受信機パラメータは、前記受信端
末機器の受信ビームを含む。
【０１５６】
　なお、本実施例における前記受信端末機器は、図１～図７に示す実施例における端末で
ある。図１～図７に示す実施例における受信端末機器の任意の実施形態は、すべて本実施
例における前記受信端末機器によって実現され、同一または類似な効果を奏することもで
き、ここでは繰り返して記載しない。
【０１５７】
　図１３を参照する。図１３は、本開示の実施例における別の送信端末機器の構造図であ
る。図１３に示すように、当該送信端末機器は、プロセッサ１３００と、トランシーバ１
３１０と、メモリ１３２０と、ユーザインタフェース１３３０と、バスインタフェースを
含む。プロセッサ１３００は、メモリ１３２０からプログラムを読み取ることによって、
受信端末機器に対し、第１メッセージに関連する第２メッセージであって、前記第１メッ
セージを復号する目標受信機パラメータを前記受信端末機器に特定させるための第２メッ
セージをトランシーバ１３１０で送信するプロセスと、前記第１メッセージをトランシー
バ１３１０で前記受信端末機器に送信するプロセスとを実行する。トランシーバ１３１０
は、プロセッサ１３００による制御でデータを送受信する。
【０１５８】
　図１３において、バスアーキテクチャは、任意数の相互接続するバスとブリッジを含み
、具体的に、プロセッサ１３００をはじめとする１つ又は複数のプロセッサとメモリ１３
２０をはじめとするメモリの各種類の回路が接続したものである。バスアーキテクチャは
、周辺デバイス、レギュレーター、電力管理回路などの各種類のほかの回路を接続したも
のであってもよい。これらは、いずれも本分野の公知事項であり、本文においてさらなる
記載をしない。バスインタフェースにより、インタフェースが提供される。トランシーバ
ー１３１０は、複数の部品であってもよく、即ち送信機と受信機を含み、伝送媒体でほか
の各種類の装置と通信するユニットとして提供される。ユーザ端末によっては、ユーザイ
ンタフェース１３３０は、必要な機器を内部接続や外部接続するインタフェースであって
もよい。接続する機器は、キーパッド、ディスプレイ、スピーカ、マイクロフォン、ジョ
イスティックなどを含むが、それらに限られない。
【０１５９】
　プロセッサ１３００は、バスアーキテクチャと通常の処理を管理する。メモリ１３２０
は、プロセッサ１３００による作業時に使用されるデータを記憶できる。
【０１６０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含ま
れる場合、前記目標受信機パラメータは、前記パラメータ指示情報で指示される受信機パ
ラメータであり、前記第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれない場合、前記目標
受信機パラメータは、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメータである。
【０１６１】
　本開示の実行可能な実施例において、前記受信端末機器のデフォルトの受信機パラメー
タは、前記受信端末機器の使用中の受信機パラメータ、前記受信端末機器で受信された時
間的に最も近い第２メッセージで指示される受信機パラメータ、予め定義されている受信
機パラメータ、または、前記受信端末機器から前記送信端末機器に報告される時間的に最
も近い送信機パラメータに対応する受信機パラメータを含む。
【０１６２】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報は、前記目標受信機パラ
メータを明示的または暗示的に指示する。
【０１６３】
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　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ指示情報が前記目標受信機パラメ
ータを暗示的に指示する場合、前記パラメータ指示情報は、前記送信端末機器によって選
択される送信機パラメータを含み、前記受信端末機器は、予め前記送信機パラメータに対
し選択した受信機パラメータを前記目標受信機パラメータとする。
【０１６４】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第２メッセージは、予め特定されたパラメー
タ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位内で受信される場合、パラメ
ータ指示情報を含み、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記パラ
メータ切り替え指示セットに対応するスケジューリング時間単位外で受信される場合、パ
ラメータ指示情報を含まず、かつ前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない
。
【０１６５】
　本開示の実行可能な実施例において、前記パラメータ切り替え指示セットに対応するス
ケジューリング時間単位は、時間領域で周期的に存在し、および／または、前記送信端末
機器から半静的または半永続的に設定されて前記受信端末機器に通知される。
【０１６６】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第１メッセージは、時間領域で連続する第１
パートと第２パートに分けられ、かつ前記第１パートは、前記第２パートの前にあり、前
記第１パートは、前記第２メッセージとは時間領域で連続し、前記第２メッセージは、前
記第１パートの前にある。
【０１６７】
　本開示の実行可能な実施例において、プロセッサ１３００は、さらに、前記第２メッセ
ージにパラメータ指示情報が含まれるかを指示するための第３メッセージをトランシーバ
１３１０で前記受信端末機器に送信し、かつ、前記第２メッセージにパラメータ指示情報
が含まれることが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセージと前
記第１メッセージとの間にインターバルが存在し、前記第２メッセージにパラメータ指示
情報が含まれないことが前記第３メッセージによって指示される場合、前記第２メッセー
ジと前記第１メッセージとの間にインターバルが存在しない。
【０１６８】
　本開示の実行可能な実施例において、前記第３メッセージは、連続または非連続のＭ（
１以上の整数）個の時間単位内の第２メッセージにパラメータ指示情報が含まれるかを指
示する。
【０１６９】
　本開示の実行可能な実施例において、前記目標受信機パラメータは、時間領域、周波数
領域および空間領域のうちの少なくとも１つの受信機パラメータを含む。
【０１７０】
　本開示の実行可能な実施例において、前記空間領域の受信機パラメータは、前記受信端
末機器の受信ビームを含む。
【０１７１】
　なお、本実施例における前記送信端末機器は、図１～図７に示す実施例における送信端
末機器である。図１～図７に示す実施例における送信端末機器の任意の実施形態は、すべ
て本実施例における前記送信端末機器によって実現され、同一または類似な効果を奏する
こともでき、ここでは繰り返して記載しない。
【０１７２】
　本願で提供されるいくつかの実施例において、開示された方法および装置は、他の方式
で実施され得ることを理解されたい。以前記載した装置実施例は、単に例示的なものであ
る。例えば、記載したユニットの区分は、単に論理機能の区分であり、実際に実現する際
に別の区分方式がある。例えば、複数のユニットまたはコンポーネントは、組み合わせて
もよく、別のシステムに一体化されてもよく、または、一部の特徴は、無視されてもよく
、または実行されなくてもよい。また、示されておりまたは議論されている各構成部分の
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相互間の結合や直接結合や通信接続は、インタフェース、機器またはユニットを介した間
接結合や通信接続であってもよく、電気的、機械的、または他の形式であってもよい。
【０１７３】
　また、本開示の各実施例における各機能的ユニットは、全て１つの処理ユニットに一体
化されていてもよいし、別々に１つのユニットとしてもよいし、２つ以上のユニットが１
つのユニットに一体化されてもよい。上述した一体化ユニットは、ハードウェアの形態、
またはハードウェアとソフトウェア機能ユニットの形態で実施することができる。
【０１７４】
　前記のソフトウェア機能ユニットの形態で実現される一体化ユニットは、１つのコンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体に記憶されてもよい。１つの記憶媒体に記憶される前記の
ソフトウェア機能ユニットは、本開示の各実施例に記載される送受信方法の一部のステッ
プをコンピュータ装置（パーソナルコンピュータ、サーバ、又はネットワーク装置であっ
てもよい）に実行させるためのいくつかのコマンドを含む。上述した記憶媒体は、Ｕディ
スク、移動ハードディスク、ＲＯＭ、ＲＡＭ、磁気ディスクまたは光ディスクなど、プロ
グラムコードを格納することができる媒体を含む。
【０１７５】
　以上の記載は、本開示の好適な実施形態である。なお、当業者にとって、本開示に記載
した原理を逸脱することなくいくつかの改良や修飾を行うこともできる。これらの改良や
修飾も、本開示の保護範囲として見なされるべきである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】
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